
臭素酸カリウムに係る対応について（案） 

 

１ これまでの経緯 

 ・ 第１類酸化性固体の性状確認試験では、燃焼試験において比較する標準物質として

「臭素酸カリウム」が使用されている。臭素酸カリウムは、危険物輸送に関する国連勧

告（以下「ＵＮ基準」という。）の酸化性固体の確認試験においても使用されているが、

発がん性が疑われる物質であることから、ＵＮ基準を審議する国連危険物輸送専門家

小委員会（以下「ＵＮ小委員会」という。）において、将来的に臭素酸カリウムを使用

した試験を削除することも含め検討が進められているところである。 

 ・ ＵＮ基準においては、O.1 試験（臭素酸カリウムの燃焼時間を基準とした燃焼試験）

の代替試験として O.3 試験（過酸化カルシウムの燃焼速度を基準とした燃焼試験）が創

設され、現状、O.1 試験か O.3試験のいずれかを選択することとなっているが、O.1試

験の在り方については、ＵＮ小委員会において未だ結論は出ていない。 

 ・ このような状況の中、日本国内（消防法）においても、ＵＮ小委員会の動向を踏まえ

ながら、臭素酸カリウムの代替物質について令和元年度より検証することとなった。 

 

２ 令和元年度の検証内容 

  令和元年度は、３物質（過塩素酸マグネシウム、過酸化カルシウム、高度さらし粉）に

ついて、臭素酸カリウムの燃焼時間との比較検証を実施した。 

 

 ［調査物質及び燃焼時間］ 

調査物質 粒度 

燃焼時間（平均値） 

備考 
重量比１：１ 重量比４：１ 

臭素酸カリウム 
300㎛～

150㎛ 
27.6秒 17.2秒 ― 

過塩素酸マグネシウム 
300㎛～

150㎛ 
9.2秒 7.0秒 潮解性あり 

過酸化カルシウム ＜150㎛ 101.4秒 27.4秒 ― 

高度さらし粉 
300㎛～

150㎛ 
79.8秒 24.8秒 

人力粉砕が困難 

強烈なカルキ臭 

※重量比とは、試料と木粉との重量比をいう。 

３ 令和元年度の検証結果 

過塩素酸マグネシウムについては、潮解性を有すること及び爆発危険性があること、高

度さらし粉については粒度調整の困難性及び強烈なカルキ臭を発するなどの理由から、

当該２物質は候補物質から外すこととした。 

過酸化カルシウムについては、重量比４：１の燃焼時間（27.4 秒）が標準物質である
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臭素酸カリウムの重量比１：１の燃焼時間（27.6秒）に近似しており、また、ＵＮ基準の

O.3 試験の標準物質にも選定されていることから、過酸化カルシウムを代替物質候補とし

て、令和 2年度も引き続き検証することとした。 

 

４ 令和２年度の検証内容 

令和元年度の検証結果及び各委員の御意見を踏まえ、令和２年度は、過酸化カルシウム

について、粒度及び重量比について段階を設けた上、臭素酸カリウムとの比較検証を進め

ることとした（粒度については、現状＜150㎛のものしか調達できないため、比較項目か

ら削除した。）。 

 

 ［調査物質及び燃焼時間］ 

調査物質 粒度 

燃焼時間（平均値） 

重量比 

１：１ 

重量比 

２：１ 

重量比 

３：１ 

重量比 

４：１ 

重量比 

５：１ 

臭素酸カリウム 
300㎛～

150㎛ 
37.6秒  

過酸化カルシウム ＜150㎛ 97.6秒 67.6秒 44.8秒 49.6秒 41.4秒 

※重量比とは、試料と木粉との重量比をいう。 

５ 令和２年度の検証結果 

過酸化カルシウムは、重量比を上げていくほど平均燃焼時間が短くなった。また、過酸

化カルシウムの重量比５：１の平均燃焼時間（41.4 秒）と、臭素酸カリウムの平均燃焼

時間（37.6 秒）とが最も近い値となった。 

今回の試験では、臭素酸カリウムと過酸化カルシウムの粒度に大きな差があることや、

過酸化カルシウムの純度が約 55％であったことなど、それらを含めて検証した場合の燃

焼時間への影響については課題が残った。 

 

６ 令和３年度以降の方針 

  令和元年度及び令和２年度の検証によって、過酸化カルシウムの代替可能性について、

一定の知見を得ることができたが、現状、日本製の過酸化カルシウムの調達ができず、海

外製のものであっても粒度や純度を指定できない状況であること、また、ＵＮ小委員会に

おいても、臭素酸カリウムを標準物質とした O.1 試験の在り方について検討が継続して

いることなどから、令和３年度以降は、ＵＮ小委員会等の動向に注視しつつ、関係機関や

試薬情報など、多方面からの情報収集（インプット）に努めることとする。 
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